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控
除
額
の
引
き
上
げ
な
ど
で

昭
和
村
年
度
の
市
県
民
税
は

6
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
乙
と
に

な
り
ま
す
が
、
乙
と
し
は
控
除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
税
率

も
標
準
の
一

・
三
倍
と
な
り
、
税
が
安
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

こ
ん
ど
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
て
、
住
民
税
関
係
の
控
除
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

乙
の
控
除
額
の
引
き
上
げ
に
よ
り

市
民
税
で
や
く
二
千
百
万
円
、
県
民

税
で
九
百
万
円
の
減
税
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
改
正
と
は
別
に
、

3
月

定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
市
民
税
の

税
率
が
、
標
準
税
率
の
一

・
四
倍
か

ら一

・
三
倍
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
乙
の
減
税
額
が
一
千
万
円
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
両
方
を
あ

わ
せ
ま
す
と
、
乙
と
し
は
市
民
税
で

や
く
三
千
百
万
円
、
県
民
税
で
や
く

九
百
万
円
、
合
計
四
千
万
円
程
度
の

大
幅
な
減
税
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
控
除
額

は
、
左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
ほ
か
次
の
よ
う
な
点
が
改
正
さ

較比の額

一 (1 )一_44. 6. 5 

除控

ロ
れ
ま
し
た
o

v老
年
者
な
ど
に
か
か
る
非
課
税
範
囲

の
拡
大
日
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老

年
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年
中
の
所

得
金
額
が
三
十
万
円
(
改
正
前
二
十

八
万
円
)
以
下
の
場
合
は
、
非
課
税

に
な
り
ま
し
た
。

V
給
与
所
得
者
に
刻
す
る
住
民
税
の
納

付
刀
法
H
刊
年
度
ま
で
は
、

6
月
か

ら
翌
年
3
月
ま
で
十
回
に
分
け
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
何
年
度

か
ら
は
、

6
月
か
ら
翌
年
の
5
月
ま

で
十
二
回
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

税
率
は

標
準
の
一
・
三
倍
に

ま
た
、
市
税
条
例
の
改
正
に
よ
り

昭
和
村
年
度
の
市
民
税
の
税
率
は
、

左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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八
市
県
民
税
の
計
算

V

一一

い
ま
こ
こ
で
妻
と
子
ど
も
三
人
の

家七給市の保十市比較税額のと昨年

天

皇
、

皇

后

両

陛

下

埋

没

林

樹

根

お
入
り
に
な
っ
た
阿
陛
下
は
、
前
令

一

者
な
ど
や
く
四
百
人
の
お
迎
え
に
こ

一

た
え
ら
れ
、

富
山
大
学
教
授
深
井
三

-

郎
氏
の
ど
説
明
で
、
樹
根
を
興
味
深

一

く
と
覧
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の
あ
と

一

高
野
市
長
、
明
野
市
議
長
が
拝
え
つ

一

を
受
け
ま
し
た
が
、
け
時
お
分
過
ぎ

奉
迎
者
が
万
放
を
山
え
る
中
、
同
飢

一

を
お
発
ち
に
な
り
ま
し

一

'
-
D

一

宇

人

一

興

味

深

く

ご

観

覧

植
樹
祭
ど
臨
席
の
た
め
、
ど
来
県

に
な
っ
た
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
、

第
二
日
の
5
月
お
日
宇
奈
月
町
か
ら

自
動
車
で
午
前
叩
時
日
分
ご
ろ
市
内

に
お
入
り
に
な
り
ま
し
た
。
耐
陛
下

は
お
道
す
じ
で
お
迎
え
す
る
小
中
学

生
や
一
般
市
民
の
鰍
迎
に
お
こ
た
え

に
な
り
な
が
ら
、
け
時
5
分
埋
没
林

博
物
館
へ
お
，
着
き
に
な
り
ま
し
た
。

工業標準化法j血行20周年記念

論文、ポスター、標語募集

幼l
虫
の

う

ち

に

防

除

を
工
業
標
準
化
法
制

定
二
十
周
年
を
記
念

し
て
、
工
業
技
術
院

と
日
本
規
格
協
会
で

は
、
論
文
、
ポ
ス
タ

ー
、
標
語
を
非
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
作
品
は

6
月

初
日
ま
で
、
東
京
都

港
区
赤
坂
四
丁
目

一

ノ
二
四
「
日
本
規
格

協
会
政
準
誠
二
十

同
年
記
念
懸
賞
募
集

係
」
へ
送
付
く
だ
さ

、。
'v 

写真=上は樹恨保存館で深jlニ氏のど説明をお間きに

なる両陛下。下は万歳におこたえになりながら同館を

お発ちになる両陛下。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
が
発
生
す

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
5
月

下
旬
か
ら
9
月
下
旬
ま
で
を
防
除
期

間
と
さ
だ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

自
主
的
防
除
に
よ
っ
て
撲
滅
を
期
す

乙
と
に
し
て
い
ま
す
口
各
ご
家
庭
で

は
、
周
囲
の
樹
木
に
注
意
し
、
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
し
た
際
は

早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

マ
発
生
す
る
時
期

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
年
間

二
回
発
生
し
、
第
一
回
目
の
発
生
は

5
月
下
旬
か
ら
6
月
下
旬
ま
で
、
第

二
回
目
の
発
生
は

8
月
中
旬
か
ら
9

月
下
旬
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
ロ

マ
防
除
の
方
法

樹
木
の
葉
が
く
も
の
巣
状
に
な
っ

て
い
た
り
、
食
い
荒
さ
れ
、
白
く
枯

れ
て
い
る
も
の
は
、
乙
の
被
害
を
受

け
、
幼
虫
が
密
集
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
場
合
は
、
枝
葉
を
切
り
取
っ

て
土
の
中
に
埋
め
る
か
バ
ま
た
足
で

す
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

発
見
が
遅
れ
、
幼
虫
が
大
き
く
な

上
野
方
小
学
校
(
後
l
i
3
時
)

八
天

神

V

T月
2
日
H
青
柳
安
田

金
治
宅
(
前
9
・
叩

i
日
時
〉
天
神

小
学
校
(
後
1
1
3
時
)

八
西
布
施

V

7月
3
日
H
御
影
海
野

八
郎
宅
(
前
9
・
叩
i
什

-m分
)

四
布
施
連
絡
所
(
後
l
t
3
時
)

フ月

4
日
日
長
引
野
谷
口
民
之
宅
(

前
9
・
初

i
ロ
時
)
黒
沢
保
里
清
弘

宅
(
後
l
i
3
時
)
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日
本
脳
炎
予
防
接
種

控除項目 昭和 43年度 昭和 44年度

基礎控 除 11万円 12万円

配偶者控除 9万円 10万円

扶養控 除 5万円 6万円

障害者控除 障害者 1人について 障害者 1人について

6万円 7万円

(特別障害者は 8万円) (特別障害者は 9万円〉

老令者・寡婦
それぞれ 6万円 それぞれ 7万円

勤労学生控除

専従者控除 -青色申告のときこ事 -青色申告のときニ専
業専従者 1人につき 従者が従事した期間
限度額 17万円 仕事の内容、その事

-白色申告のとき=事
業の規模などからみ
て、労務対価として

業専従者 1人につき 相当であると認めら
限度額 11万円 れる金額

-白色申告のときこ事
業専従者 1人につき
限度額 15万円

区 分 43年 度 44年度

課税総所得金額 700.000円 700.000円

基 礎 控 除 110，000 120，000 
控

配偶者 。， 90，000 100，000 

除
扶 養。 ( 3人) 150，000 180，000 

社会保険 // 28，000 28，000 

額 生命保険 // 25，000 25.000 

403，000 453，000 

課 税 標 297，000 247，000 

得 10，370 7，680 害リ

等 害リ 200 200 

県民税
所 得 害リ 5，940 4，940 

均 等 害リ 100 100 

年 税 額 16，610 12，920 

散
布
を
し
ま
す
。
使
用
薬
剤
は
デ
イ
川

プ
テ

レ
ッ

ク
ス
剤
で
一
千
倍
i
一
千

川

五
百
倍
液
が
有
効
で
す
。

な
お
、
防
除
薬
剤
は
、
市
役
所
農
川

政
課
に
用
意
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
散
川

布
さ
れ
る
と
き
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
川

に
ご
り
水
が
出
ま
す

M
M
l
H
日
上
水
道
の
洗
管

f

水
道
局
で
は
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
川

へ
き
れ
い
な
水
を
送
る
た
め
、
定
期
川

的
に
水
道
管
内
の
泥
や
さ
び
を
と
る
川

洗
管
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
川

乙
と
し
も
6
月
日
日
、
同
日
の
二
川

日
間
午
後
9
時
か
ら
ロ
時
ご
ろ
ま
で
川

三
時
間
程
度
洗
管
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
と
こ
ろ
に
よ
り
多
少
水
川

圧
が
低
く
な
っ
た
り
、
さ
び
の
ま
じ
川

っ
た
水
が
出
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
川
〈
松

倉

V

6月
間
日
H
白
倉
小
学

い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
洗
川
校
(
後
1
1
2
時
)

い
も
の
を
片
付
け
て
お
い
て
く
だ
さ
川
八
上
野
方

V

7
月
1
日
H
大
海
寺
新

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
川
山
下
は
る
え
宅
(
前
9
・
m
1
1時
)

生
後
六
か
月
以
上
の
市
民
を

対
象
に
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

行
な
い
ま
す
。
と
く
に
乳
幼
児

や
老
人
が
抵
抗
力
が
な
く
、
日

本
脳
炎
に
か
か
り
ゃ
す
い
の
で

ぜ
ひ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
て
受
け
る
人
は
二
回
、

毎
年
受
け
て
い
る
人
は
一
回
受

け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
口

料
金
は
、
一
回
に
つ
き
、

生
後
六

か
月
か
ら
一
歳
ま
で
四
十
円
、
一
歳

以
上
三
歳
ま
で
八
十
円
、
三
歳
以
上

百
六
十
円
で
す
。
な
お
、
健
康
状
態

の
よ
く
な
い
人
は
、
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

校

下

第

一
回

第
二
回
場
所

6
月

6
月

上

野

方

お

日

初

日

小

学

校

松

倉

お

日

初

日

小

学

校

7
月

上
中
島

μ
日

2
日

小

学

校

住

吉

川

出

日

2
日

小

学
校

大

町

幻

日

4
日

小

学

校

村

木

初

日

7
日

小

学

校

7
月

四
布
施

1
日

8
日

小

学

校

天

神

1
日

8
日

小
学
校

道

下

8
日

目

日

小

学

校

経

田

川

日

げ

日

小

学

校

加

積

叩

日

げ

日

小

学

校

片

貝

日

日

目

日

小

学

校

本

江

川

日

引

日

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後
l
i
2
時

住
民
検
診
は
じ
ま
る

乙
と
し
も
7
月
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン

車
に
よ
る
住
民
検
診
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
学
校
や
勤
め
先
で
定
期
的
に
検

査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
、
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
三
十
五
歳
以

上
の
人
に
は
血
圧
測
定
を
行
な
い
ま

す。

胃

が

ん

検

診

申
し
込
み
初
日
ま
で

市
で
は
、
県
成
人
病
予
防
協
会
の

協
力
を
得
て
、
胃
が
ん
の
早
期
発
見

を
国
的
に
、
胃
の
集
団
検
診
を
行
な

い
ま
す
。
検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は

6
月
却
日
(
金
)
ま
で
、
市
役
所
保

険
衛
生
諜
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

マ
検
診
日
時
H
6
月
初
日
(
月
)
午
前

9
時
か
ら
日
時

マ
場
所
日
道
下
公
民
館

マ
料
金
四
百
五
十
円
(
当
日
持
参
)

マ
検
診
内
容
日
予
診
、
問
診
、
内
糾
医

の
診
察
、

X
線
に
よ
る
胃
の
間
接
撮

影
マ
人
員
リ
七
十
五
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
ず
か
ら
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
)

乳

児

相

談

生
後
三
か
月
か
ら
一
年
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
を
対
象
に
し
た
乳
児
相
談
を

月
令
別
に
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま

す
。

マ
区
分

・
第
一
金
曜
日
日
生
後
一
年
の
人

・
第
二
金
曜
日
H
生
後
三
か
月
の
人

.
第
三
金
曜
日
日
生
後
六
か
月
の
人

.
第
四
金
曜
日
H
生
後
八
か
月
の
人

・
第
五
金
曜
日
H
都
合
が
悪
く
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人

マ
時
間
と
場
所
H
午
前
9
時
か
ら
旧
時

ま
で
、
魚
津
保
健
所
で
行
な
い
ま
す

6
月
は
、

6
日
・
日
日

-m日
・
幻

日
の
四
日
間
で
す
。



(2) 

臨
時
市
議

会
は
、

5
月

お
日
れ
柴
さ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
正
副
議

長
の
選
挙
が

行
な
わ
れ
、

議
長
に
後
藤

広
作
氏
、
副

議
長
に
小
坂

作
次
郎
氏
が

選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た

常
任
委
員
や

院
在
委
員
な

ど
は
次
の
よ

う
に
決
ま
り

ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
一
般

会
計
補
正
予

算
な
ど
五
議

案
が
審
議
さ

れ
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

八
常
任
委
員
会
委
員

V
O
は
委
員
長
、

る

5議案を審議-

44. 6. 5 

め込
A
」長

臨時市議会ひらく

一一誠面リ正
上

野

方

小

学

校

?謬

マ
石{呆ji'(zfc ~:~ 0京会総員。
川旧作、 l腿般日'(11務長は
正邦、;;日平山二 O委。則
之 一 久 11府之布、伊員 委

‘》副議長-

小坂作次郎氏

助
、
大
山
灯
夫

マ
建
設
委
日
会

H
O大
久
保
松
治
、

O
何
日
川
竹
二
、
小
坂
作
次
郎
、
山

松
啓

一
、
長
作
川
作
次
郎
、
同
内

孝
成
、
窪
田
杉
次
郎
、
朝
野
治
作

マ
産
業
経
済
委
員
会

H
O
河
崎
浅
之

助、

O
中
島
甚
平
、
中
島
筒
、
中

尾
政
一
、
伊
藤
邑

一
、
佐
伯
新
作

河
附
れ
治
、
若
向
正
敬

マ
サ
入
教
厚
生
委
員
会

1
0
吉
井
正
男

O
吉
岡
甚
版
、
本
田
友
次
郎
、
野

附
栄
吉
、
花
岡
が
文
、
南
保
金
作

後
藤
広
作

!怠?容

上
野
万
小
学
校
の
校
舎
が
こ
ん
ど

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
附
建
て
に
改

築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
引
日
に
起

工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
校
合
は
、
明
治
め
年
に
建

て
ら
れ
五
十
五
年
も
経
過
し
、
老
朽

校
舎
と
し
て
、
そ
の
改
築
が
の
ぞ
ま

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

5~ぎ議

写真は改築される上野プj小学校

の校舎

第 3種郵便物認可

新
し
い
校
舎
は
、
の
べ
面
積
一
千

二
百
九
十
平
方
M
で
、
現
校
舎
の
南

側
に
総
工
費
四
千
四
百
九
十
万
円
で

建
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。

一
附
(
七
百
二
十
八
平
万

M
)
に

は
、
普
通
教
室
三
、
理
和
室
、
職
員

室
、
校
長
室
、
放
送
室
、
保
健
室
、

病
臣
室
、
機
械
室
、
使
所
な
ど
、
二

階
(
五
百
六
十
二
平
方

M
)
に
は
、

普
通
教
室
四
、
図
書

J

軍
寸
便
所
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

校
舎
の
南
側
に
は
ベ
ラ
ン
ダ
が
設

け
ら
れ
、
各
教
室
か
ら
出
入
り
で
き

る
ほ
か
、
温
風
暖
房
装
置
が
取
り
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
校
は
、
小
学
校
で
は
村
木
、
西

布
施
、
片
貝
に
つ
い
で
四
孫
自
の
鉄

筋
校
合
と
な
り
、
日
月
末
日
に
光
成

す
る
予
定
で
す
。
体
育
・
館
は
第
二
期

工
事
で
建
設
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

片
員
小
体
育
館
も
着
工

昨
年
、
片
貝
小
学
校
の
校
舎
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
乙
と
し
は
体
育

飢
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

5
月

ぶ
か
ら
着
じ
し
ま
し
た
。

体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
グ
リ
1
卜
平

屋
挫
て
の
ベ
而
郁
三
百
九
十
八
平
方

M
で
、
総
じ
部
資
は
、
波
り
附
下
、

更
衣
室
を
今
日
め
一
千
四
百
七
十
四
万

円
、
叩
月
末

H
に
完
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

成

人

者

の

八
議
会
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
監
査

委
員

V

佐
伯
新
作

八
お
も
な
議
案

V

V
一
般
会
社
補
正
予
算

歳
入
歳
出
額
を
三
千
二
百
二
十
九

万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
は
十
三
俗

四
百
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ん

ど
補
正
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
、
林

道
前
東
城

一
ザ
線
、

m
仁川作
一
サ
線
、

料
品

一
サ
線
、
延
長
ゃ
く
三
千
五
百

M
を
附
設
す
る
た
め
の
犯
則
三
千
万

円
で
、
乙
れ
に
け
川
合
う
財
源
と
し
て

図
県
の
補
助
金
や
分
抱
金
が
あ
て
ら

れ
ま
し
た
。

V
国
保
事
業
会
計
補
正
予
算

一
千
三
百
五
十
万
円
追
加
し
、
予

算
総
額
は
二
似
八
千
八
百
四
十
九
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
と
れ
は
、

刊
年
度
国
保
事
業
会
計
の
決
釘
で
、

一
千
三
百
五
十
万
円
の
赤
字
が
見
込

ま
れ
た
の
で
、
料
年
度
予
算
に
そ
の

相
当
額
が
繰
り
上
げ
充
用
さ
れ
た
た

め
で
す
。

4
z

ロH
E
t
7
2

口
H

水

道

週

間

水
道
は
、
文
化
的
な
生
活
を
蛍
む

た
め
の
も
っ
と
も
組
本
的
な
施
設
で

あ
り
、
公
衆
衛
生
の
向
上
や
生
活
環

境
の
改
善
を
は
か
る
た
め
に
は
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

1
日

か
ら

7
日
ま
で
全
国
い

っ
せ
い
に
水

道
週
間
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
こ
の
期
間
中
パ
ッ

キ
ン
グ
の
無
料
取
り
待
え
や
簡
単
な

修
繕
の
相
談
を
受
け
る
と
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査

7
月
1
日
現
在

総
理
府
で
は
、
7
月
1
日
現
在
で

全
凶
い
っ
せ
い
に
事
業
所
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
乙
の
調
行
は
、
日

本
国
中
の
す
べ
て
の
事
業
所
を
調
査

し
て
、
産
業
別
、
組
織
別
、
従
業
者

呪
紋
別
な
ど
、
功
業
所
の
構
成
を
明

ら
か
に
し
て
、
行
政
や
統
計
施
策
に

役
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
に
引
き
つ
づ
き

一
川
び
サ
ー
ビ
ス
業
調
査
を
行
な
い
ま

す
。調

査
の
た
め
、
調
査
員
が
訪
問
し

た
と
き
は
、
ど
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
一
日
一
加
入
率
は
二
一

・
八
析
と
、
ま
だ
侃

円
の
掛
け
金
で
、
万
一
交
通
事
故
に
く
、
ニ

orぐ
ら
い
ま
で
に
し
た
い

あ
っ
た
と
き
見
鉾
金
が
も
ら
え
る
制
も
の
で
す
。

皮
で
す
。
乙
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
加
昨
年
は
、
加
入
者
の
保
険
料
が
や

入
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
く
二
百
万
円
あ
り
、
山
故
に
あ
っ
た

交
通
安
全
に
対
す
る
什
党
を
い
っ
そ
人
に
刻
し
て
文
払
わ
れ
た
凡
針
金
が

う
日
め
て

I
l
l
i
-
-
I
l
l
l
a
i
l
i
l
l
l
i
-
-

ゃ
く
二
百
七

い
た
だ
こ

市

民

交

通

傷

害

保

食

之

十
八
万
円
で

う
と
い
う

I
I
L
v

そ
の
ほ
か
三

ね

ら

い

を

卜

万

u
J
2支

も
っ
て
い

加

入

し

ま

し

ょ

う

P

幻一利川

ま
す
。

ー
I

l

l

i
-
-

-

I

l

l

i

-

-

l
i
l
-
-

予
定
さ
れ
て

乙
と
し
は
二
年
目
を
迎
え
、

3
月
い
ま
す
。
見
制
作
金
を
受
け
ら
れ
た
人

か
ら
加
入
巾
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
か
ら
た
い
へ
ん
お
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
、

5
月
末
で
六
千
人
余
り
の
み
な
さ
ん
が
お
互
い
に
助
け
あ
え

み
な
さ
ん
が
加
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
る
交
通
傷
害
保
険
に
い
ま
す
ぐ
加
入

れ
は
、
昨
年
よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
し
ま
し
ょ
う
。

た
め
に
、
な
ん
だ
か
こ
わ
い
と
こ
ろ

一

い
か
め
し
い
と
乙
ろ
と
思
っ
て
い
る

一

人
も
、
か
な
り
あ
る
よ
う
で
す
が
、

一

家
庭
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

一

ば
、
家
庭
が
円
満
に
な
り
、
非
行
少

一

年
が
更
生
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
重

一

き
を
お
い
て
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

一

の
う
ち
に
手
続
き
を
す
す
め
る
庶
民

的
な
裁
判
所
で
す
。

家
庭
裁
判
所
は
、
例
え
ば
離
婚
、

扶
養
、
遺
産
分
割
、
改
氏

・
改
名
の

許
可
、
未
成
年
者
の
養
子
縁
組
の
許

可
な
ど
、
家
低
や
親
族
に
関
す
る
問

題
を
取
り
扱
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
二

十
歳
に
な
ら
な
い
少
年
少
女
が
罪
を

犯
し
た
り
、
犯
す
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
り
っ

ぱ

に
更
生
で
き
る
よ
う
教
育
し
、
指
導

す
る
と
い
う
少
年
非
行
の
問
題
を
主

に
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
手
続
き
は
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
個
人
や
家
低
の
秘
密
は
か
た
く

守
ら
れ
ま
す
。

家
庭
内
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ

る
人
、
家
族
や
剥
せ
き
な
ど
の
少
年

の
非
行
化
な
ど
心
配
の
あ
る
人
は
、

大
町
魚
律
家
低
裁
判
所
へ
と
相
談
く

だ
さ
い
。

川

創
設
二
十
周
年
を
迎
え
た

家

家
一
挺
裁
判
所
は
、
家
庇
や
親
族
に

関
す
る
問
題
と
、
非
行
少
年
を
専
門

的
に
取
り
扱
う
裁
判
所
と
し
て
昭
和

目
年
1
月
に
発
足
し
、
乙
と
し
は
創

設
二
十
問
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
二
十
年
間
、
家
嵯
裁
判
所
は

「
家
庭
に
先
を
、
少
年
に
愛
を
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
国
民
の
た
め
の
裁
判

所
と
し
て
大
き
く
成
長
し
、
昨
年
一

年
間
に
取
り
扱
っ
た
事
件
は
、
百
数

十
万
件
を
数
え
、
ま
た
、
家
庭
の
問

題
や
少
年
の
非
行
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
の
た
め
に
訪
れ
た
人
は
、
ゃ
く

三
十
万
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

裁
判
所
と
い
う
名
が
つ
い
て
い
る

し

尿

く

み

取

り

手

数

料
収

納

入

き

ま

る

村

年

度

の

昭
和
村
年
度
の
し
以
く
み
取
り
手

数
料
収
納
部
務
を
委
局
し
た
収
納
入

が
、
こ
の
ほ
ど
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。

収
納
入
が
、
く
み
取
り
手
数
料
の

立
山
登
山

議ルグ

市
教
委
で
は
、
乙
と
し
成
人
式
を

迎
え
ら
れ
た
人
を
対
象
に
、
富
山
県

の
シ
ン
ボ
ル
'で
あ
る
立
山

へ
、
集
団

登
山
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
、

6
月
ロ
日
(
木
)
ま
で
市
教
育

委
員
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
登
山
期
日
日
6
月

2
1
幻
日

マ
日
科
U
H
.電
鉄
魚
津
駅
(
午
前

9
時
日

分
)
|
千
汚
ケ
原
|
美
女
平
l
室
堂

一

(午
後
ロ
時
5
分

)
l
一
の
越
で

二

泊
、
翌
日
は
立
山
登
頂

l
室
堂
(
午

一

後
1
時
加
分
〉
|
美
女
平

l
千
寿
ケ

一

原
l
電
鉄
魚
津
(
午
後
4
時
料
分
)

一

マ
会
費
H
交
通
、
宿
泊
費
を
合
め

一
千

一

九
百
円
、
ほ
か
に
米
九
百
∞
(
五
合
)
一

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

一

集
金
に
お
伺
い
し
た
際
は
、
料
金
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
支
払
わ
れ
た

と
き
は
領
収
書
を
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

氏

名

住

所

米

国

富

子

新

邸

屋

町

三

二

森

茂

樹

新

住

吉

二

九

三

O

寺

田

せ

つ

住

吉

二

O
五
五

商
品
タ
ツ
ヱ
三
ケ
九
六
六

佐
々
木
を
の
大
海
寺
野
村
一
三
四

四
柳
ユ
キ
友
道
三
二
六
ノ
一

三

井

郁

子

道

坂

ご

七
六

上

野

初

枝

六

郎

丸

七
三一一の回。

松
田
美
保
子
吉
島
ニ
四
三
一
ノ
一

沢
田
敏
子
吉
島
一
一
望
一
ノ
一

木
下
み
さ
村
木
一
八
一

感

永

登

志

子

仏

国

八

九

九

富
川
か
つ
子
浜
経
団
一
八

高

瀬

容

子

経

団

中

町

二

ノ
ニ

11111:11111111111 

庭

裁

判

所

行
幸
啓
記
念
ア
ル

天
日
、
阜
市

刷
陛
下
は
全
凶

パ
ム
の
あ
っ
せ
ん

制
樹
祭
に
ど

w

mの
た
め
と
米
県
に
な
り
ま
し
た
が

県
で
は
、
六
日
間
の

H
似
の
行
幸
感

心
念
ア
ル
バ
ム

を
制
作
し
、
希
望
者

に
お
わ
け
す
る
ζ

と
に
し
て
い
ま
す

購
入
希
望
一者
は

6
月
叩
日

(
火
)
ま

で
山
山
県
総
務
課
ま
た
は
市
役
所
祁

円
人
中
深
へ
お
山
中
し
込
み
く
だ
さ
い

ア
山
川
バ
ム
の
内
容
は
、
写
真
が
六

十
回
、
あ
と
の
四
十
貞
が
天
日
開
下

の
お
言
葉
、
奏
上
文
と
な
る
見
込
み

で
、
川
川
絡
は
や
く

一
千
円
、
先
行
は

8
川
!
日
の
予
定
で
す
。

国民年金 ・恩給など

相談所を開設 17日

ママ
そ場 30日利
や所分 i時用
食 Uか 11 く
:室電ら 6だ
付鉄午月さ
近魚後 17い

津 5日。て受ど社主l年 聞のにみ給金金
駅 11寺( いけの会会金当設よ MJ~ なな 、 の県
前ま火 まる係保福諜日しうすさど船乙で
、で) すこ員|倹祉、はまにるんに員とは

川 午 のとが事諜保 、す相たのつ保や
原 前 で に 相 務 、 険 県 。 談 め と い 険厚園
田 9 、な 談所魚 .I日!国 所 、相て 、生民
み |時 とつをな律、民 を次談、恩年年

要吋訪問問筋北
橋乙どたが 、し 5七 イ言
なのに議出富た月十 j或
どあつ築席山。 16問 主
視といのしの長ハβI '_!_~ 
祭水て審て五野 17北長
し族話議、県、自信会
ま館し 、各の新市越ズ
しゃ合市県市前役市 υ-
た埋わ政か長 、所長ら
。役れのらさ福で会く
林ま問提ん:11:1泊総
館し脳出六 、か会

ぁ
ゅ
の
解
禁
j

16' 
箆

ι 

ぁ
ゅ
の

γ
1
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま

し
た
。
呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

で
は
、
と
と
し
も

6
月
日
日
午
前

4

時
、
花
火
を
合
図
に
解
禁
す
る
乙
と

に
し
て
い
ま
す
。
許
可
証
は
、

6
月

1
日
か
ら
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
で

交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

料
金
は
、
角
川
、
布
胞
川
の
各
河
川

ご
と
に
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

・
毛
針
釣
り
四
百
円
(
市
外
の
人
六
百

円
)
中
学
生
二
百
円
、
小
学
生
三
十

こ
の
た
び
人
権

一

円
。

人
権
擁
護
委
員
に

一

朗
護
委
員
に
森
実
了
毛
針
友
釣
り
併
用
六
百
円
(
市
外
の

森

実

寿

さ

ん

々
さ
ん
(
稗
白
川
)

一

人
八
百
円
)

が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

一

漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
県
内

た
。
人
権
問
題
に
つ
い
て
遠
慮
な
く

一

の
各
河
川
に
、
こ
と
し
か
ら
始
め
て

と
相
談
く
だ
さ
い
。

一

共
通
の
遊
漁
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
魚
津
市
の
人
権
擁
護
委
員

一

料
金
は
四
千
円
で
す
が
、

6
月
5
日

は
、
大
町
藤
井
秀
信
さ
ん
、
本
江
木

一

ま
で
予
約
受
け
付
け
し
た
人
は
、
三

下
庄
作
さ
ん
、
浜
経
田
清
水
弥
太
郎

一

千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

さ
ん
、
六
郎
丸
島
津
ゆ
き
ゑ
さ
ん
の

一

ま
た
、
毛
針
釣
り
を
楽
し
ま
れ
る

四
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

人
の
た
め
に
、

7
月
日
日
ま
で
友
釣

り
各
種
網
の
使
用
で
き
な
い
区
域
が

次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
0

.
角
川
H
国
道
八
号
線
角
川
縮
か
ら
上

流
四
百
五
十
M
の
区
間
。

・
布
施
川
リ
地
鉄
本
線
布
細
川
鉄
怖
か

ら
下
流
四
百
M
の
区
間
。

共
同
漁
業
権
の
な
い
河
川
(
片
貝

川
落
合
椅
か
ら
上
流
の
本
流
お
よ
び

早
月
川
)
で
釣
り
を
さ
れ
る
人
は
、

「
あ
ゆ
採
揃
岡
山
済
託
」
を
市
役
所

商
じ
水
底
ぷ
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

魚
津
サ
イ
ク

リ
ン
グ
協
会
で

は
、

6
月
8
日
(
日
)
サ
イ
ク
リ

ン

グ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
市
役
所
前
へ
午
前

8
時
叩
分

ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ス

は
市
役
所
前
|
国
道
八
号
線
i
早
月

検
問
所
|
上
市
!
大
川
寺
公
園
を
往

復
し
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

(~ヲ真は市役所でひらかれた
二|じ信越市長会総会)

マ
・:
ま
ず
祷
り
を
よ
く
般
か
め

て
か
ら
ダ
イ
ヤ
山
げ
を
し
ま
し

ょ-っ
。

か
け
釘
じ
は
、
同
聞
と
料

金
の
引
で
す
。
ケ
ク
数
の
多

い
ダ
イ
ヤ
戸
市
外
通
話
は
も

ち
ろ
ん
、
市
内
通
話
も
メ
モ

を
凡
な
が
ら
ダ
イ
ヤ
山
げ
す
る

習
似
を
つ
け
ま
し
ょ

う
U

マ
・:
受
河
川
船
を
キ
チ
ン

と
か
け

て
お
か
な
い
と
、
お
宅
の
氾
河
川
は
、

「
ぷ
し
中
」
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す。
む
訴
は
、
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

か
か
っ
て
く
る
の
を
い
つ
で
も
O
K

の
状
態
に
.
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

コ
1
ド
が
か
ら
ま
っ
た
り
な
ど
し
て

「
交
話
路
が
浮
い
て
い
な
い
か
」
ご

日
以
く
だ
さ
い
。(

魚
津
信
報
也
話
局
)

電話の正しい使い方新
し
い
住
居
表
示
の
通
知

知
人
な
ど
へ
お
忘
れ
な
く

マ
・・・

5
月
1
日
か
ら
火
災
復
興
区
域
内

は
、
新
し
い
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

・
郵
似
の
差
し
出
し
は
、
新
町
名
、
新

住
居
番
号
で
、
ま
た
、
自
分
の
住
所

も
必
ず
新
し
い
住
所
で
苫
き
ま
し
ょ

う
。

・
親
せ
き
や
知
人
、
取
引
先
な
ど
お
も

な
通
信
先
へ
の
新
住
肘
表
示
の
通
知

を
お
早
く
お
出
し
く
だ
さ
い
。

マ
:・
郵
便
蒋
サ
は
住
所
の
一
部
で
す
u

あ
な
た
の
郵
便
寄
り
も
お
忘
れ
な
く

(
向
…
津
郵
似
局
)

県
身
体
障
害
者

身
体
障
害
者
の

更
生
相
談
所
で
は

更

生

相

談

身
障
者
の
い
ろ
い

ろ
な
相
談
を
受
け
た
り
、
史
生
の
た

め
の
助
言
や
指
導
を
す
る
た
め
、
相

談
会
を
ひ
ら
き
ま
す
か
ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

マ
日
時

H
6月
間
日
(
水
)
午
前

9

附
叩
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所
診
察
室

マ
相
談
員
H
県
身
障
者
史
生
相
談
所

長
お
よ
び
相
談
員

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

V
6
月

8
日
H
(向日
)
六
九
寺
魚
津
緑

ケ
正
病
院
①
1
5
6
7
(夜
)
村
木
羽

旧
医
院
①
0
6
4
2

V
日
日
H

(尽
)友
道
扇
谷
医
院
①

1
0
8
2

(夜
)臼
屋
小
路
藤
田
医
院
①
0
9
2

0

V
引
日
H
H
(
尽
)本
江
浦
田
医
院

①

5
0
5
4
(夜
)荒
町
芝
山
医
院
①

0
2
1
8

v

m
日
日
(
展
)友
道
.
晒

屋
医
院
①
0
4
9
0

(夜
)住
吉
寺
崎

医
院
①
3
6
1
9


